
 遠赤外線乾燥機 レボリューションエイト

取扱説明書
型式名：RVF705, RVF805, RVF1005, RFM705, RFM805

■	この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
　そのあと大切に保存し必要なときにお読みください。

■	保証書は、必ず「納入日・販売店名」等の記入を確かめて、お受け取りください。

■	製造番号は、品質管理上重要なものです。製品本体と保証書の番号を照合してください。

保証書別添付

XLD・XLDP

































大　切
最大張込時の乾燥能力と最低張込時の乾燥能力には違いがあります。
張込量が少ないほど乾燥能力が向上します。従って乾燥速度リミットが仮に
1.2％／時に設定されていても張込量が増えれば乾減率が低下し、1.2％／時
にはならないということになります。
　［例］RVF1005 型	 張込量	 100 石の場合…0.6 〜 0.8％／時
　　　  （籾乾燥時）	 張込量	 20 石の場合…1.0 〜 1.2％／時

















































































































大　切
緊急停止以外に電源スイッチで本機の停止あるいは、バーナの消火をおこな
わないでください。穀物の詰まりやバーナ構成部品の損傷につながることが
あります。

大　切
入力されている値を変更した場合には、必ず　　　ボタンを押してください。
　　　ボタンを押し忘れると変更前の値で乾燥することになりますので穀物
の品質を損なうおそれがあります。

確 認

確 認

















大　切
胴割れしやすい品種および水分ムラの多い籾を乾燥する場合または、早刈り
麦を乾燥するあるいは、発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる場合
には、乾燥速度リミットを低く設定してから乾燥をおこなってください。

大　切
最大張込時の乾燥能力と最低張込時の乾燥能力は、違います。
張込量が少ないほど乾燥能力が向上します。従って乾燥速度リミットが仮に
1.2% ／時に設定されていても張込量が増えれば乾減率が低下し、1.2% ／
時にはならないということになります。
　［例］RVF1005 型	 張込量	 100 石の場合…0.7 〜 0.9％／時
　　　  （籾乾燥時）	 張込量	 20 石の場合…1.0 〜 1.2％／時

大　切
もち米、酒米は胴割れしやすい品種なので乾減率リミットを 1% 以下に設定
しマイルド乾燥のレンジをご使用ください。

そばの熱風乾燥は石数を合わせマイルド乾燥を使用し乾減率リミットを 1%
以下に設定し使用してください。

















大　切
“ 満量 ” のメッセージが表示されたときは、穀物の投入を中止してください。
このまま穀物を投入し続けると、籾詰まりの原因になります。

大　切
生籾にワラくずなどが多く混入していると、籾の流動性が悪く、乾燥ムラや
変質の原因となりますので乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除
いてください。

生籾は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまで
バーナに点火しないで通風循環してください。

そばに夾雑物などが多く混入していると、そばの流動性が悪く、乾燥ムラや
変質の原因となりますので乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除
いてください。







大　切
通風循環は高水分（25% 以上）時は通風乾燥を 2 時間〜 12 時間の間にて
使用してください。
※ 12 時間以上経過すると損傷が出るときがあります。







大　切
生籾は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまで
バーナに点火しないで通風循環してください。

もち米、酒米は胴割れしやすい品種なので乾減率リミットを 0.8% 以下に設
定しマイルド乾燥のレンジをご使用ください。

張込量が 10 石未満の場合には、乾燥はおこなわないでください。
胴割れの危険性と籾が送風機から飛散することがあります。

乾燥終了後は、必ず手持ちの手動水分計で水分を確認し、必要に応じて水
分値補正をおこなってください。

そばの熱風乾燥は石数を合わせマイルド乾燥を使用し乾減率リミットを
0.8% 以下に設定し使用してください。







大　切
手動水分計で水分を測定する場合には、必ず次のことを守ってください。
　①採取した穀物には手を触れないでください。
　②採取した穀物の穀温が常温となってから測定してください。
　③ハンドルはストッパまで締め込んでください。
　④水分を 3 回以上測定し、その平均値を求めてください。







大　切
そばの排出時スロワの使用はできません。
　※損傷が出ます。



大　切
生籾にワラくずなどが多く混入していると、籾の流動性が悪く、乾燥ムラや
変質の原因となりますので乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除
いてください。

生籾は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまで
バーナに点火しないで通風循環してください。

そばに夾雑物などが多く混入していると、そばの流動性が悪く、乾燥ムラや
変質の原因となりますので乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除
いてください。







大　切
通風循環は高水分（25% 以上）時は通風乾燥を 2 時間〜 12 時間の間にて
使用してください。
※ 12 時間以上通風すると損傷が出るときがあります。

大　切
タイマ運転中は、水分測定が自動的におこなわれません。したがって、乾燥
時には過乾燥にならないように十分注意してください。





大　切
生籾は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまで
バーナに点火しないで通風循環してください。

もち米、酒米は胴割れしやすい品種なので乾減率リミットを 0.8% 以下に設
定しマイルド乾燥のレンジをご使用ください。

張込量が 10 石未満の場合には、乾燥はおこなわないでください。
胴割れの危険性と籾が送風機から飛散することがあります。

乾燥終了後は、必ず手持ちの手動水分計で水分を確認し、必要に応じて水
分値補正をおこなってください。

そばの熱風乾燥は石数を合わせマイルド乾燥を使用し乾減率リミットを
0.8% 以下に設定し使用してください。





大　切
そばの排出時スロワの使用はできません。
　※損傷が出ます。



大　切
上部コンベア残米処理レバーを “ 大豆 ” 側に切り換えてから大豆投入してく
ださい。
残米処理レバーを “ 通常乾燥 ” 側のままで大豆を投入すると損傷粒発生の
原因になります。

大豆乾燥用部品に交換してからお使いください。（P5-21・22 参照）
損傷粒の発生、大豆の詰まりの原因になります。

投入経路に粗選機がない場合には、張込ホッパに金網（オプション）を取り
付けてください。
大豆の太い茎や土塊が本機内に混入すると繰出しモータが過負荷になること
があります。

乾燥終了後は、必ず手持ちの手動水分計で水分を確認し、必要に応じて水
分値補正をおこなってください。

張込量が 2200kg 未満の場合には、乾燥は、おこなわないでください。



大　切
“ 満量 ” のメッセージが表示されたときには、穀物の投入を中止してください。
そのまま穀物を投入し続けると詰まりの原因になります。





















大　切
排出時スロワの使用はできません。
　※損傷が出ます。









大　切
タイマ運転中は、水分測定が自動的におこなわれません。したがって、乾燥
時には過乾燥にならないように十分注意してください。







大　切
排出時スロワの使用はできません。
　※損傷が出ます。





大　切
点検・整備期間は、個々の状態によって変わります。従って使用状態に合わ
せて点検・整備の時期を随時設定してください。













大　切
遠赤外線放射体は、乾燥中、回転していますので、ホコリの堆積は無いは
ずですが、穀物の選別状況等によっては、予測しかねることも考えられます
ので、シーズン終了後に放射体へのホコリの堆積状況をご確認ください。





























































販売元

弊社営業所

本 社 ・ 工 場

北 海 道 営 業 所

東 北 営 業 所

関 東 営 業 所

新 潟 営 業 所

金 沢 駐 在 セ ン タ ー

大 阪 営 業 所

中 国 四 国 サービスセンター

九 州 営 業 所

〠348-8503　埼玉県羽生市小松台 1-516-10

〠 068-2165　北海道三笠市岡山 440-18

〠 984-0042　宮城県仙台市若林区大和町 2-12-18

〠 348-8503　埼玉県羽生市小松台 1-516-10

〠 940-1146　新潟県長岡市下条町 686

〠 921-8062　石川県金沢市新保本 1-390

〠 567-0854　大阪府茨木市島 1-13-6

〠769-0102　香川県高松市国分寺町国分 843-1

〠 839-0809　福岡県久留米市東合川 8-1-1

☎ (048) 561 2111

☎ 01267（4) 2130

☎ 022（235) 9011

☎ 048（561) 2112

☎ 0258（22) 2131

☎ 076（249) 7210

☎ 072（652) 2828

☎ 087（874) 6470

☎ 0942（45) 0600



この取扱説明書において、万一、落丁、乱丁の場合は、おとりかえいたします。お買
い上げの販売店あるいは、弊社営業所までお申しつけください。



〒 348-8503　埼玉県羽生市小松台 1-516-10
☎ 048-561-2111

H230804020


